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平
成
20
年
度
那
珂
市
各

種
会
計
の
当
初
予
算
を
下

記
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、

当
初
予
算
の
審
議
を
４

つ
の
常
任
委
員
会
に
分
割

し
、
13
日
と
14
日
に
そ
れ

ぞ
れ
常
任
委
員
会
を
開
催

し
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
は
、
４
つ

の
常
任
委
員
会
で
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
い
う
結
論
に
な

り
、
26
日
の
本
会
議
で
当

初
予
算
す
べ
て
が
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
予
算
概
要
や
審

議
内
容
な
ど
は
、
６
ペ
ー

ジ
以
降
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

３月10日　本会議

　　　　　（議会・委員会の構成など）

３月11日　本会議

　　　　　（議案の審議・議決など）

３月12日　本会議

　　　　　（議案の上程･委員会付託など）

３月13日　総務常任委員会

　　　　　経済常任委員会

３月14日　建設常任委員会

　　　　　教育厚生常任委員会

３月19日　本会議

　　　　　（一般質問　４名）

３月21日　本会議

　　　　　（一般質問　３名）

３月26日　本会議

　　　　　（委員長報告、予算議案採決、その他議案）

市長提出議案（39件）

条例関係　　14件（すべて可決）

予算関係　　20件（すべて可決）

その他議案　５件（すべて可決）

議員提出議案（14件）

条例関係　　１件（すべて可決）

意見書　　　２件（すべて可決）

その他議案　11件（すべて可決）

その他議案

陳情　　　　２件（１件は不採択）

会　計　区　分 予　算　額

一般会計 169億5,200万円

国民健康保険特別会計（事業勘定） 52億8,300万円

老人保健特別会計 4億　900万円

下水道事業特別会計 21億4,500万円

公園墓地事業特別会計 2,970万円

農業集落排水整備事業特別会計 5億8,400万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 28億1,100万円

介護サービス事業特別会計 1,020万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計 2億3,800万円

後期高齢者医療特別会計 4億4,100万円

合　　　　計 289億　290万円

収　支　区　分 予　算　額

収益的収支
収入 11億4,672万円

支出 11億2,165万円

資本的収支
収入 1億　353万円

支出 5億8,046万円
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平成２０年第１回定例会

改選後の新議員による初議会にて

平成２０年度当初予算など議決

当 初 予 算
平成20年第１回定例会

（３月10日～３月26日）

議案件数と結果

平成20年度　那珂市各種会計　当初予算

平成20年度　那珂市水道事業会計　当初予算



那
珂
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
従

来
の
「
老
人
保
健
制
度
」
が

廃
止
さ
れ
、
新
し
く
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医

療
制
度
）」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険

税
の
中
に
、
新
た
に
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
が
加
わ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
税

率
・
税
額
を
見
直
し
ま
し
た

（
上
図
参
照
）。

那
珂
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
乳
幼
児
の
医
療

費
の
一
部
負
担
金
を
２
割
に

軽
減
す
る
対
象
者
を
、
３
歳

未
満
か
ら
小
学
校
入
学
前
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
役
並
み
所
得
者

を
除
く
70
歳
以
上
の
一
部
負

担
金
を
、
１
割
か
ら
２
割
に

変
更
し
ま
し
た
（
た
だ
し
、

窓
口
で
の
患
者
負
担
は
、
国

の
財
政
支
援
措
置
に
よ
り
、

１
年
間
は
従
来
ど
お
り
１
割

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。）。

那
珂
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

75
歳
以
上
の
か
た
の
新
た

な
医
療
制
度
は
、
茨
城
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

運
営
主
体
と
な
り
ま
す
が
、

各
申
請
書
の
受
付
や
保
険
証

の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口
業

務
、
保
険
料
の
徴
収
は
、
那

珂
市
が
行
い
ま
す
。

那
珂
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
老
年
者

非
課
税
限
度
額
の
廃
止
に
伴

う
税
制
改
正
に
よ
り
介
護
保

険
料
が
上
昇
す
る
こ
と
に
対

す
る
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い

て
、
平
成
20
年
度
も
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

那
珂
市
医
療
福
祉
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

医
療
福
祉(

マ
ル
福)

制
度

の
対
象
者
で
あ
る
妊
産
婦
へ

の
医
療
費
支
給
方
法
を
、
現

金
支
給
か
ら
現
物
支
給
に
変

更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
単
独
事
業
と

し
て
、
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
児
童
が
入
院
し
た
場
合
、

新
た
に
医
療
費
を
市
が
助
成

し
ま
す
。

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

公
園
内
に
整
備
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
使
用

料
を
、
一
人
当
た
り
二
時
間

単
位
で
二
百
円
と
し
、
し
ど

り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
利
用

者
に
つ
い
て
は
半
額
と
し
ま

し
た
。

那
珂
市
公
共
施
設
の
暴
力
団

等
排
除
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

暴
力
団
等
へ
の
公
共
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用

を
制
限
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
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条

例

平成20年度　那珂市国民健康保険税の税率・税額の変更

賦 課 項 目 医療分 介護分 後期高齢者支援金分

所 得 割 8.60%⇒6.30% 1.20%⇒1.50% 1.90%＜新設＞

均 等 割 28,800円⇒26,400円 12,000円 10,800円＜新設＞

平 等 割 28,800円⇒22,200円 課税なし 課税なし

限 度 額 560,000円⇒470,000円 90,000円 120,000円＜新設＞

国民健康保険税の税率・税額が変更

小学校６年生までの児童が入院した場合、

新たに医療費を市が助成



議会構成が以下のとおり決まりました
（写真下に委員名、◎委員長、○副委員長）

【建設常任委員会】

議長　加藤　直行 副議長　雨川　和幸

【総務常任委員会】

◎ 遠藤　　実 ○ 蝦名　純子
笹島　　猛 雨川　和幸
石川　憲男 須藤　　博

【教育厚生常任委員会】

◎ 間宮　　一 ○ 先﨑　　光
小沼　博恭 助川　則夫
内山さき子 木村　静枝

【産業生活（旧:経済）常任委員会】

◎ 君嶋　寿男 ○ 髙畑　道英
萩谷　俊行 加藤　直行
福田耕四郎 中村　　健

【議会運営委員会】

◎ 笹島　　猛 ○ 助川　則夫

髙畑　道英 海野　　徹

君嶋　寿男 遠藤　　実
間宮　　一 石川　利秋

◎ 海野　　徹 ○ 石川　利秋
中庭　正一 海野　　進
木内　良平 會澤　貞美
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人 事



人

事

那
珂
市
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

那
珂
市
監
査
委
員
の
木
内

良
平
氏
が
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
後
任
者
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

石
川　

憲
男　

氏菅
谷 

60
歳

【
任
期
】

平
成
20
年
３
月
26
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
９
日
ま
で

那
珂
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

那
珂
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
髙
林
一
雄

氏
が
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
再
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

髙
林　

一
雄　

氏瓜
連 

72
歳

【
任
期
】

平
成
20
年
３
月
29
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
28
日
ま
で

そ
の
他
の
議
案

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

那
珂
市
の
市
道
の
新
設

や
整
備
に
よ
っ
て
道
路
の
延

長
や
幅
員
が
変
更
に
な
る
た

め
、
新
た
に
45
路
線
を
市
道

と
し
て
認
定
し
、
変
更
さ
れ

た
旧
路
線
、
25
路
線
の
道
路

認
定
を
廃
止
し
ま
し
た
。

区
域
外
道
路
の
認
定
に
関
す

る
承
諾

　

東
海
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
社
会
実
験
に
伴
い
、
東

海
村
が
施
工
す
る
道
路
の
一

部
が
、
那
珂
市
行
政
区
域
内

に
入
る
こ
と
に
関
し
て
承
諾

し
ま
し
た
。
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補 正 予 算

▼平成19年度農業集落排水整備事業特別会計補正

予算（第２号）

456万8千円の減額→総額5億1,463万9千円

維持管理費の減額などによるものです。

▼平成19年度介護保険特別会計（保険事業勘定）

補正予算（第３号）

4,420万4千円の増額→総額27億4,282万1千円

　介護サービス給付費の増額などによるもので

す。

▼平成19年度介護サービス事業特別会計補正予算

（第１号）

337万2千円の増額→総額1,007万2千円

　一般会計繰出金の増額などによるものです。

▼平成19年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特

別会計補正予算（第２号）

40万円の減額→総額2億5,550万円

　区画整理事業の公債費の減額などによるもので

す。

▼平成19年度一般会計補正予算（第５号）

3億433万2千円の減額→総額172億1,110万1千円

　土木費の街路整備費、消防費の消防施設費など

の減額などによるものです。

▼平成19年度国民健康保険特別会計（事業勘定）

補正予算（第４号）

2,138万2千円の減額→総額53億740万円

　共同事業拠出金の減額などによるものです。

▼平成19年度老人保健特別会計補正予算（第１号）

1億4,000万円の減額→総額41億7,400万円

　医療給付費の減額などによるものです。

▼平成19年度下水道事業特別会計補正予算

（第３号）

4,501万8千円の減額→総額21億892万9千円

　維持管理費や建設費の減額などによるものです。

▼平成19年度公園墓地事業特別会計補正予算

（第１号）

181万7千円の増額→総額1,131万7千円

　一般会計繰出金の増額などによるものです。

平成２０年第１回定例会

平成19年度補正予算９件を原案どおり可決しました。



　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計

は
、
前
年
度
よ
り
４
千
８
百

万
円
減
の
予
算
と
な
り
ま
し

た
。

歳
入
の
�
�
�
内
容

　

一
般
会
計
予
算
歳
入
の
お

も
な
内
容
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
は
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
に

よ
る
個
人
市
民
税
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
が
、
固
定
資
産

税
な
ど
が
増
収
と
な
る
こ
と

か
ら
増
額
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
地
方
財
政
計
画
の
増
減

率
な
ど
を
考
慮
し
て
減
額
。

　

繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
増

な
ど
に
よ
り
増
額
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
給

付
事
業
負
担
金
や
生
活
保
護

費
負
担
金
が
増
と
な
る
も
の

の
、
普
通
建
設
事
業
費
に
充

て
る
国
庫
補
助
金
の
減
な
ど

に
よ
り
減
額
。

　

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係

る
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の

皆
増
な
ど
に
よ
り
増
額
。

常
任
委
員
会
の
審
議
内
容

　

総
務
常
任
委
員
会
の
審
議

の
中
で
は
、
基
金
に
つ
い

て
、
多
額
の
繰
入
に
よ
り
残

高
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
収
支
に
つ
い
て
中

長
期
的
な
財
政
運
営
の
対
策

を
行
い
、
財
政
の
建
て
直
し

を
早
急
に
実
施
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
の

審
議
の
中
で
は
、
市
税
�
�

の
収
納
体
制
に
つ
い
て
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
の
で
、
行
政
組
織
を

見
直
し
た
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
徴
収
率
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
っ
て
�
し
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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平成20年度　那珂市一般会計　当初予算（歳入内訳）

予算審議レポート

一般会計当初予算　歳入

款　名　称 20年度当初　A 19年度当初　B 比較増減額Aー B

市税 72億1,606万円 70億5,669万円 1億5,937万円

地方交付税 29億4,619万円 33億1,490万円 ▲3億6,871万円

市債 14億2,354万円 15億　410万円 ▲8,056万円

繰入金 11億5,772万円 8億8,472万円 2億7,300万円

国庫支出金 10億5,770万円 11億　534万円 ▲4,764万円

県支出金 9億2,474万円 8億5,984万円 6,490万円

地方消費税交付金 4億3,511万円 4億5,934万円 ▲2,423万円

諸収入 3億9,063万円 3億7,202万円 1,861万円

地方譲与税 3億3,640万円 3億4,090万円 ▲450万円

繰越金 3億0,000万円 3億0,000万円 0万円

分担金及び負担金 2億9,861万円 2億7,623万円 2,238万円

使用料及び手数料 1億9,088万円 2億1,449万円 ▲2,361万円

自動車取得税交付金 1億2,920万円 1億5,880万円 ▲2,960万円

配当割交付金 3,398万円 2,006万円 1,392万円

利子割交付金 3,277万円 2,255万円 1,022万円

地方特例交付金 3,254万円 5,560万円 ▲2,306万円

財産収入 1,877万円 1,682万円 195万円

株式等譲渡所得割交付金 1,724万円 2,779万円 ▲1,055万円

交通安全対策特別交付金 850万円 850万円 0万円

ゴルフ場利用税交付金 142万円 131万円 11万円

合　　　　　計 169億5,200万円 170億0,000万円 ▲4,800万円



歳
出
の
�
�
�
内
容

　

一
般
会
計
予
算
歳
出
の
お

も
な
内
容
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　

民
生
費
に
つ
い
て
は
、
自

立
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、

医
療
福
祉
扶
助
費
及
び
生
活

保
護
扶
助
費
の
増
な
ど
に
よ

り
増
額
。

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
五

台
小
学
校
大
規
模
改
造
が
皆

減
す
る
も
の
の
、
瓜
連
中
学

校
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
や

一
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
の
増
な
ど

に
よ
り
増
額
。

　

土
木
費
に
つ
い
て
は
、
土

地
区
画
整
理
費
や
街
路
整
備

費
の
減
な
ど
に
よ
り
減
額
。

　

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
土

木
債
、
都
市
計
画
債
及
び
教

育
債
の
償
還
利
子
の
減
な
ど

に
よ
り
減
額
。

　

消
防
費
に
つ
い
て
は
、
消

防
施
設
費
の
減
な
ど
に
よ
り

減
額
。

　

議
会
費
に
つ
い
て
は
、
議

員
報
酬
の
減
な
ど
に
よ
り
減

額
。

　

商
工
費
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
行
政
推
進
費
の
増
な
ど

に
よ
り
増
額
。

常
任
委
員
会
の
審
議
内
容

　

総
務
常
任
委
員
会
の
審
議

の
中
で
は
、
厳
し
い
予
算
計

上
を
し
て
お
り
、
執
行
部
の

努
力
な
ど
が
随
所
に
う
か
が

わ
れ
る
の
で
、
予
算
執
行
に

あ
た
っ
て
は
さ
ら
に
効
果
が

上
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
�

し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

経
済
常
任
委
員
会
の
審
議

の
中
で
は
、
原
子
力
専
門
委

員
会
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
災
害
時
は
専

門
的
見
知
か
ら
意
見
を
求

め
、
平
常
時
は
原
子
力
行
政

に
つ
い
て
審
議
を
行
な
っ
て

い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
対
策
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
正
副

区
長
に
監
視
員
を
委
嘱
し
て

い
る
�
か
、
県
北
地
方
総
合

事
務
所
や
那
珂
警
察
署
と
連

携
し
パ
ト
�
ー
ル
を
し
て
い

る
と
の
答
弁
で
し
た
。
ま

た
、
悪
質
な
不
法
投
棄
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
す
る
よ
う

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
常
任
委
員
会
の
審
議

の
中
で
は
、
道
路
管
理
の
要

望
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

お
も
に
区
長
か
ら
の
要
望
を

原
則
と
し
て
い
る
が
、
議
員

や
一
般
住
民
か
ら
の
要
望
も

聞
い
て
対
応
し
て
い
る
と
の

答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、
単
独
浄
化
槽
の
撤

去
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

平
成
20
年
度
か
ら
県
税
と
し

て
全
世
帯
か
ら
徴
収
さ
れ
る

森
林
湖
沼
環
境
税
か
ら
補
助

さ
れ
、
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト

出
資
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

20
基
の
予
算
を
計
上
し
た
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
の

審
議
の
中
で
は
、
菅
谷
幼
稚

園
の
定
員
増
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
現
在
幼
保
一
元
化

な
ど
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機

能
を
有
す
る
施
設
の
計
画
を

進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
の
答
弁
で
し

た
。

款　名　称 20年度当初　A 19年度当初　B 比較増減額Aー B

民生費 41億6,934万円 38億1,764万円 3億5,170万円

教育費 26億1,150万円 25億1,456万円 9,694万円

土木費 23億8,432万円 26億2,382万円 ▲2億3,950万円

公債費 21億7,661万円 21億7,990万円 ▲329万円

総務費 20億3,080万円 20億7,586万円 ▲4,506万円

衛生費 12億8,869万円 12億6,534万円 2,335万円

消防費 9億7,122万円 11億2,769万円 ▲1億5,647万円

農林水産業費 9億4,126万円 9億3,854万円 272万円

議会費 2億1,342万円 2億9,011万円 ▲7,669万円

商工費 1億5,031万円 1億4,573万円 458万円

予備費 1,451万円 2,079万円 ▲628万円

災害復旧費 1万円 1万円 0万円

諸支出金 1万円 1万円 0万円

合　　　　　計 169億5,200万円 170億0,000万円 ▲4,800万円
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予算審議レポート

平成20年度　那珂市一般会計　当初予算（歳出内訳）

一般会計当初予算　歳出



特別会計区分 20年度当初　A 19年度当初　B 比較増減額Aー B

国民健康保険 52億8,300万円 52億1,500万円 6,800万円

介護保険 28億1,100万円 26億7,100万円 1億4,000万円

下水道事業 21億4,500万円 21億2,400万円 2,100万円

農業集落排水整備事業 5億8,400万円 6億8,400万円 ▲1億0,000万円

後期高齢者医療 4億4,100万円 0万円 4億4,100万円

老人保健 4億　900万円 43億1,400万円 ▲39億　500万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業 2億3,800万円 2億4,200万円 ▲400万円

公園墓地事業 2,970万円 950万円 2,020万円

介護サービス事業 1,020万円 670万円 350万円

合計 119億5,090万円 152億6,620万円 ▲33億1,530万円

収支区分 20年度当初　A 19年度当初　B 比較増減額A-B

収 益 的 収 支
収 入 11億4,672万円 11億5,615万円 ▲943万円

支 出 11億2,165万円 11億1,958万円 207万円

資 本 的 収 支
収 入 1億　353万円 6,092万円 4,261万円

支 出 5億8,046万円 5億7,921万円 125万円

国
民
健
康
保
険

　

健
康
保
険
法
等
の
改
正
に

伴
う
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ

て
、
退
職
者
医
療
制
度
が
廃

止
に
な
り
、
退
職
被
保
険
者

に
か
か
る
保
険
税
や
保
険
給

付
費
が
大
幅
に
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
開
始
に
よ
り
、

保
健
事
業
費
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

介
護
保
険

　

介
護
認
定
者
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
が
と
も
に
年
々

増
加
し
て
い
る
の
に
伴
い
、

保
険
給
付
費
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

介
護
�
�
�
�
事
業

　

介
護
予
防
支
援
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
の
に
伴
い
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
が
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

　

向
山
・
笠
松
、
杉
原
、
下

菅
谷
、
瓜
連
駅
南
及
び
下
大

賀
地
区
の
整
備
の
�
か
、
下

水
道
の
維
持
管
理
費
及
び
流

域
下
水
道
事
業
の
建
設
負
担

金
等
に
要
す
る
経
費
が
中
心

で
す
。

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

　

鴻
巣
地
区
の
整
備
の
�

か
、
戸
崎
、
西
木
倉
、
門

部
、
神
崎
額
田
及
び
戸
多
北

部
地
区
処
理
場
の
維
持
管
理

費
等
に
要
す
る
経
費
が
中
心

で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
独
立
し
た
医
療
制

度
と
し
て
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
伴
い
、
特
別
会
計
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
保
健

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
移
行
に
よ
り
、
平
成
20
年

３
月
診
療
分
や
月
遅
れ
請
求

の
あ
る
分
を
残
す
の
み
と
な

る
た
め
、
大
幅
に
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

上
菅
谷
駅
前
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業

　

道
路
改
良
舗
装
工
事
請
負

費
や
家
屋
等
移
転
補
償
料
な

ど
が
中
心
で
す
。

公
園
墓
地
事
業

　

福
ヶ
平
霊
園
と
瓜
連
冨
士

霊
園
の
管
理
及
び
運
営
に
要

す
る
経
費
が
中
心
で
す
。
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予算審議レポート

平成20年度　那珂市特別会計当初予算

平成20年度　那珂市水道事業会計当初予算

特別会計当初予算

水道事業会計当初予算



那珂市議会だより�

Q
&

A

市
政
を
問
う

７議員が一般質問

◆小沼　博恭　議員

　１　就職情報とニート対策について

　２　図書館開館時間について

　３　福祉行政について

◆石川　利秋　議員

　１　那珂一中に関する緑地の管理及び防災・

交通安全対策等について

◆先﨑　　光　議員

　１　農業の振興について

　２　小学生の通学用ヘルメット着用推進につ

いて

◆木村　静枝　議員

　１　平成20年度施政方針について

　２　後期高齢者医療制度について

◆海野　　徹　議員

　１　土曜日曜開庁について

　２　オンデマンド交通（のりあいタクシー）

システムについて

　３　先達に学ぶ学校教育について

　４　事業仕分けについて

◆遠藤　　実　議員

　１　学童保育事業の充実について

◆蝦名　純子　議員

　１　年金記録問題について

　２　高齢者の保健・福祉・医療について



　

医
療
費
に
つ
い
て

は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
個
人
の
負
担
も
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
個
人
負
担

と
同
様
に
、
市
国
民
健
康
保

険
医
療
給
付
費
等
も
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
歳
入

が
歳
出
に
追
い
つ
か
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
、
一
般
会
計

よ
り
繰
入
を
し
対
応
し
て
い

る
わ
け
で
、
那
珂
市
に
お
い

て
医
療
給
付
費
の
約
二
割
近

く
占
め
る
薬
代
を
縮
小
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
及
び
保
険
事
業

の
安
定
を
図
る
た
め
に
も
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
を
早
急
に
実
施
し
て
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

那
珂
医
師
会
が
那
珂

市
、
常
陸
大
宮
市
、
東
海
村

の
二
市
一
村
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
と
の
協
議
を

　

福
祉
バ
ス
の
維
持

に
つ
い
て
は
、
多
額

の
予
算
を
要
し
て
お
り
、
委

託
の
契
約
も
来
年
三
月
で
切

れ
る
わ
け
で
、
県
内
の
市
町

村
で
も
民
間
の
路
線
バ
ス
の

相
次
ぐ
廃
止
で
危
機
感
を
強

め
て
お
り
、
廃
止
後
の
地
域

住
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
様
々
な
地
域
公
共
交

通
の
運
行
形
態
が
検
討
さ
れ

て
試
行
さ
れ
て
お
り
、
那
珂

市
に
お
い
て
も
、
二
十
一
年

三
月
で
委
託
契
約
が
切
れ
た

あ
と
、
四
月
以
降
ど
の
様
に

し
て
い
く
の
か
、
早
急
な
検

討
、
見
直
し
を
。

　

保
健
福
祉
部
長　

福
祉
バ
ス
も
含
め
、

市
の
公
共
交
通
の
今
後
の
運

行
形
態
に
つ
い
て
は
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ど
の
多
様
な
運
行

形
態
も
選
択
肢
に
入
れ
、
市

民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い

公
共
交
通
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
二
十
年
度
予
算
に
計
上

し
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化

事
業
の
中
で
、
協
議
会
を
設

置
し
、
調
査
、
研
究
な
ど
を

経
て
、
本
市
に
合
っ
た
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

進
め
る
と
と
も
に
、
医
師
会
、

薬
剤
師
会
等
の
関
係
団
体
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
・
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
の
削
減
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
二
十
年
度

に
お
い
て
市
国
保
運
営
協
議

会
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
つ
い
て
協
議

し
、
取
組
み
方
針
を
決
定
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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Ｑ

Ａ

一般質問　Q & A

２月から運行が始まった笠間市の乗合タクシー

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
早
期
運
行
を

本
市
に
合
っ
た
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

国
保
運
営
協
議
会
で
協
議
し
方
針
を
決
定
し
て
い
く

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
推
進
を

Ｑ

Ａ

小沼博恭 議員

質問事項
１　就職情報とニート対策に

ついて

２　図書館開館時間について

３　福祉行政について

ジェネリック医薬品とは？

ジェネリック医薬品は、厚生労働省が新薬（先

発医薬品）と同等と認めた医薬品です。先発

医薬品の特許満了後に、有効成分・分量・用

法・用量・効能及び効果が同じ医薬品として

新たに申請され、製造・販売されるので、品

質的な違いはないと言われています。また、

価格も平均すると先発医薬品の約半額に抑え

ることが可能と言われています。



　

平
成
14
年
度
に
市

道
７―

０
７
号
線
の

境
界
測
量
を
実
施
し
て
、
既

に
５
年
が
経
過
し
て
い
る
。

し
か
し
民
々
境
界
、
官
民
境

界
等
の
境
界
問
題
が
解
決
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
様
な

状
況
を
鑑
み
る
と
、
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
を
形
成
す

る
事
は
非
常
に
困
難
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
境

界
問
題
等
に
つ
い
て
、
民
事

上
の
紛
争
を
訴
訟
手
続
に
よ

ら
ず
に
解
決
し
よ
う
と
、
平

成
19
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
の
が
裁
判
外
紛
争
手
続

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
）
で
す
。
そ

こ
で
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
に
つ
い
て
認

識
及
び
境
界
問
題
解
決
に
向

け
て
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
の
利
用
促
進

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

建
設
部
長　

境
界

紛
争
に
つ
い
て
は
、
裁
判
以

外
に
解
決
手
段
が
無
か
っ
た

が
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
が
適
用
さ
れ

る
事
は
画
期
的
な
事
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
当

市
と
し
て
は
極
力
話
し
合
い

で
境
界
問
題
は
解
決
し
た
い

と
基
本
姿
勢
は
変
っ
て
い
ま

せ
ん
。
な
お
今
後
は
諸
問
題

が
絡
ん
で
い
る
場
合
Ａ
Ｄ
Ｒ

法
も
含
め
た
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

那
珂
一
中
緑
地
に

お
け
る
杉
の
木
に
よ

り
隣
接
す
る
住
民
の
方
々
が

花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
枝
や
落
ち
葉
等

が
屋
根
や
雨
樋
に
堆
積
し
高

所
で
の
危
険
な
除
去
作
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
は
強
風
等
に
よ
っ
て
、

倒
木
が
住
宅
や
住
民
を
直
撃

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
照
権
が
確
保
さ
れ

な
い
な
ど
市
民
生
活
に
直
結

す
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
も

傾
い
た
り
穴
が
あ
い
た
り
で

フ
ェ
ン
ス
の
役
目
を
果
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
問

題
点
を
速
や
か
に
是
正
し
、

安
全
で
快
適
な
住
み
良
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

　

教
育
次
長　

議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
花
粉
症
に

悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
民

家
に
は
落
ち
葉
等
も
堆
積
し

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
為
隣

接
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
今
後
は
年
次
的
に
予

算
を
確
保
し
杉
の
木
を
伐
採

し
て
い
き
た
い
。ま
た
、フ
ェ

ン
ス
に
つ
い
て
も
修
繕
を
要

す
る
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
順
次
改
修
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

ＡＤＲとは？

ＡＤＲ（Alternat ive D ispute Reso lut ion）

は、「裁判外紛争解決手続」のことで、裁判

によることなく、法的なトラブルを解決する

方法・手段など一般を総称する言葉です。例

えば、仲裁・調停・あっせんなど様々なもの

があります。裁判以外の解決方法をこれまで

以上に充実させるため、司法制度改革の一環

として、『裁判外紛争解決手続の利用の促進

に関する法律』が制定され、平成19年４月１

日から施行されました。
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石川利秋 議員

傾きが見られる那珂一中のフェンス

質問事項
１　那珂一中に関する緑地の

管理及び防災・交通安全

対策等について

杉
の
木
の
伐
採
及
び
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
を

年
次
的
に
予
算
を
確
保
し
順
次
改
修
を

境
界
紛
争
解
決
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
の
利
用
促
進
を

Ａ
Ｄ
Ｒ
法
は
画
期
的
。
今
後
は
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
の
検
討
を



　

本
年
度
よ
り
小
学

校
の
新
入
学
児
童
が

購
入
す
る
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
費
用
の
半
額
を
市
が
補

助
し
て
い
ま
す
が
、
着
用
な

ど
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
今
年
６
月
よ
り
道
路

交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

小
学
生
以
下
が
自
転
車
に
乗

る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

通
学
時
ば
か
り
で
な
く
、

帰
宅
後
自
転
車
で
行
動
す
る

際
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
事

故
防
止
に
有
効
と
考
え
、
着

用
推
進
の
た
め
更
な
る
支
援

が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

全
小

学
校
の
新
入
学
児
童

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
進
め

全
体
で
81
％
の
着
用
率
で
し

た
。
事
故
に
つ
い
て
は
登
下

校
時
に
１
件
２
人
（
登
校
時

の
道
路
横
断
）、
土
日
休
日
で

は
３
件
３
人
（
自
転
車
で
の

自
動
車
と
の
接
触
事
故
）
で

し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

た
め
次
年
度
も
同
様
の
半
額

負
担
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
理

解
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
他

に
支
援
の
可
能
性
が
な
い
か

調
査
し
て
参
り
ま
す
。

　

国
レ
ベ
ル
で
の
支

援
の
対
象
と
な
る
認

定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織

の
育
成
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
成
果
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
市
農
業
の
大
き
な
一

翼
を
担
っ
て
い
る
中
小
農
家

の
支
援
に
つ
い
て
は
「
地
産

地
消
の
推
進
を
中
心
に
」
と

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
、
合

わ
せ
て
新
規
就
農
者
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

認
定
農
業
者
は
当
初

の
23
人
か
ら
現
在
81
人
、
集

落
営
農
組
織
は
田
崎
集
落
の

み
で
、
平
成
24
年
度
ま
で
に

85
人
、
３
組
織
を
目
ざ
し
ま

す
。

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
で

は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の

地
場
産
の
使
用
率
を
上
げ
る

こ
と
。
直
売
所
へ
の
出
荷
促

進
を
通
し
て
生
産
意
欲
向
上

を
図
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
内
に
学

校
給
食
部
会
を
設
置
し
、
地

産
地
消
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

新
規
就
農
支
援
と
し
て
30

名
を
公
募
し
、
講
習
会
を
通

じ
て
知
識
・
技
術
の
習
得
等

の
支
援
を
５
年
間
行
い
ま
す
。

Ｑ

ＡＱ

Ａ

先﨑　光 議員

質問事項
１　農業の振興について

２　小学生の通学用ヘルメッ

ト着用推進について

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
今
後
も
振
興
に
努
め
る

小
学
生
の
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
に
つ
い
て

新
入
学
児
童
の
81
％
が
着
用
。
更
に
推
進
に
努
め
る
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補助を活用した集落営農田崎地区のコンバイン

ヘルメットを着用して安全に登校（瓜連小学校）



　

四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
、
す
べ
て
の
人

に
必
要
な
医
療
を
保
険
で
給

付
す
る
と
い
う
国
民
皆
保
険

を
根
底
か
ら
掘
り
崩
し
、
さ

ら
な
る
医
療
難
民
を
生
み
出

す
差
別
医
療
制
度
で
す
。
市

と
し
て
、
こ
の
制
度
の
中
止

を
国
に
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
で
は
七

十
五
歳
以
上
は
保
険
証
の
取

り
上
げ
や
資
格
証
明
書
の
発

行
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
保
険
証
を
取
り
上

げ
資
格
証
明
書
を
発
行
す
る

と
し
て
い
ま
す
。市
と
し
て
、

発
行
し
な
い
よ
う
広
域
連
合

に
も
求
め
て
い
っ
て
は
ど
う

か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　

こ
れ
は
国

の
制
度
な
の
で
、
那
珂
市
か

ら
変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
不
可
能
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

単
に
一

年
間
未
納
期
間
が
あ
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
機
械
的
に
資

格
証
明
書
を
発
行
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
毛
頭
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
納
税
相
談
を
実
施

し
、
慎
重
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の

主
要
施
策
の
中
に

「
工
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
を

促
進
す
る
た
め
に
、
企
業
に

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を

引
き
続
き
行
う
」と
あ
る
が
、

今
ま
で
市
が
企
業
に
対
し
、

減
免
し
た
固
定
資
産
税
は
い

く
ら
に
な
る
か
伺
い
ま
す
。

　

今
市
民
は
増
税
や
負
担
増

で
塗
炭
の
苦
し
み
を
し
て
い

る
。
企
業
に
税
金
を
ま
け
て

や
る
の
を
や
め
、
市
民
の
暮

ら
し
や
福
祉
に
ま
わ
す
べ
き

と
思
う
が
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

総
務
部
長　

過
去

三
年
間
で
減
免
し
た

市
の
税
金
は
総
額
で
一
億
一

一
五
七
万
円
。
し
か
し
免
除

し
た
と
こ
ろ
に
は
国
か
ら
そ

の
半
分
が
交
付
税
と
し
て
く

る
の
で
、
市
は
四
九
九
七
万

円
で
す
む
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
長　

こ
の
優
遇
税
制
は
、

平
成
十
五
年
に
県
か
ら
要
請

が
あ
り
、
県
内
全
部
の
工
業

団
地
に
三
年
間
優
遇
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は

企
業
が
来
な
い
と
い
う
こ
と

で
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　

副
市
長　

財
源
確
保
の
た

め
、
企
業
誘
致
は
今
後
と
も

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

木村静枝 議員

企
業
へ
の
税
優
遇
や
め
市
民
の
た
め
に
ま
わ
せ

財
源
確
保
の
た
め
今
後
も
続
け
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
中
止
を
国
に
求
め
て
ほ
し
い

国
の
制
度
な
の
で
不
可
能

企業に対して固定資産税を優遇した税額の状況

質問事項
１　平成20年度施政方針につ

いて

２　後期高齢者医療制度につ

いて

茨城県広域連合発行のパンフレット

対象事業所 免除額 交付税措置額 市の影響額

17年度 2事業所 41,858千円 27,464千円 14,394千円

18年度 2事業所 34,922千円 19,349千円 15,573千円

19年度 3事業所 34,791千円 14,780千円 20,011千円

合　　　計 111,571千円 61,593千円 49,978千円
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小
学
校
副
読
本
に

根
本
正
代
議
士
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
生
き
方

や
功
績
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
地
域
縁
の
人
物
を
副
読

本
に
取
り
上
げ
紹
介
し
学
ぶ

こ
と
は
、
地
域
へ
の
愛
着
心

や
誇
り
を
醸
成
し
、
子
供
た

ち
に
志
の
高
い
目
標
を
示

し
、
研
鑽
を
積
め
ば
報
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
諭
さ
れ

る
。
地
方
政
治
に
関
る
者
と

し
て
は
、
根
本
正
代
議
士
の

他
に
地
域
交
通
発
展
に
寄
与

し
た
宮
本
逸
三
代
議
士
や
茨

城
大
学
農
学
部
・
私
立
霞
ヶ

浦
高
校
の
創
設
と
と
も
に
治

水
に
多
大
の
功
績
を
残
し
た

中
井
川
浩
代
議
士
、そ
し
て
、

茨
城
県
知
事
を
歴
任
し
農
工

両
全
の
地
域
開
発
に
尽
力

し
、
参
議
院
議
員
と
な
っ
て

か
ら
は
、
か
ね
て
よ
り
の
取

組
み
で
あ
っ
た
公
文
書
館
法

を
議
員
立
法
で
制
定
し
、
ま

た
、
私
立
清
真
学
園
を
創
設

し
た
岩
上
二
郎
議
員
が
思
い

起
こ
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
那

珂
市
の
先
達
・
先
賢
を
掲
載

し
、
学
校
教
育
に
取
り
上
げ

て
は
ど
う
か
伺
う
。

　

教
育
次
長　

新
た

な
先
達
に
つ
い
て
調

査
し
、
副
読
本
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
選
挙
に
お

い
て
、
私
は
三
つ
の

公
約
を
し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
シ
ス
テ
ム
（
乗
合
タ

ク
シ
ー
）
は
公
約
の
一
つ
で

あ
る
。
現
状
の
福
祉
バ
ス
が

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も

合
致
せ
ず
、
路
線
の
改
定
等

様
々
の
工
夫
を
し
て
も
利
用

者
の
増
加
に
結
び
つ
か
な
い

状
況
を
憂
い
、
繰
り
返
し
導

入
の
提
言
を
し
て
き
た
。
今

回
、
主
要
事
業
説
明
書
の
中

に「
地
域
交
通
活
性
化
事
業
」

が
示
さ
れ
た
。
協
議
会
を
組

織
し
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
実
施
時
期
と
市
と
し

て
理
想
と
す
る
容
を
示
し
て

欲
し
い
。

　

市
長
公
室
長　

福

祉
バ
ス
の
リ
ー
ス
期

限
が
平
成
20
年
度
い
っ
ぱ
い

で
あ
り
、
早
期
に
計
画
策
定

を
し
て
方
針
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
公
共
交
通
の

現
状
・
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
て
議
論
を
し
て
頂
き
、
出

来
る
だ
け
早
い
時
期
に
新
た

な
公
共
交
通
体
系
を
整
備
す

る
考
え
だ
。
提
言
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
も
、

当
然
選
択
肢
に
入
れ
た
中
で

計
画
を
進
め
て
い
く
考
え

だ
。

Ｑ

ＡＱ

Ａ

海野　徹 議員

岩上二郎氏の顕彰碑（古徳地区）

質問事項
１　土曜日曜開庁について
２　オンデマンド交通（のり

あいタクシー）システム
について

３　先達に学ぶ学校教育につ
いて

４　事業仕分けについて

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
ど
う
か

当
然
選
択
肢
に
入
れ
た
中
で
計
画
を
進
め
て
い
く

那
珂
市
の
先
達
・
先
賢
を
副
読
本
に
掲
載
し
て
は

新
た
な
先
達
を
調
査
、
副
読
本
に
掲
載
を
考
え
る

オンデマンド交通システムとは？

オンデマンド交通システムは、路線バスと戸

口前まで送迎するタクシーを合わせたような

交通システムです。実際の運用例としては、

利用する場合に電話で予約を入れます。送迎

はジャンボタクシーがおもで、同じ目的地の

近くまで行く乗客を途中で乗り降りさせなが

ら、乗り合わせで利用するものです。目的地

までの時間は多少かかるものの、利用料金は

タクシーよりも割安になることや、戸口前ま

での送迎など利便性も良くなるようです。
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学
童
保
育
所
へ
の

入
所
を
希
望
す
る
児

童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
対

策
と
し
て
、
民
間
学
童
保
育

所
と
さ
ら
に
連
携
し
て
は
ど

う
で
す
か
。
瓜
連
地
区
で
実

施
し
て
い
る
よ
う
に
、
菅
谷
、

五
台
地
区
で
も
民
間
の
学
童

保
育
所
や
社
会
福
祉
法
人
と

連
携
を
図
る
べ
き
で
す
。
ま

た
、
今
後
、
民
家
等
を
利
用

し
た
運
営
も
研
究
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
事
業

を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た

め
、
指
導
員
の
待
遇
改
善
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

こ
れ
か
ら
の
対
策
と

し
て
、
民
間
保
育
所
で
の
学

童
保
育
の
立
ち
上
げ
を
働
き

か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
民
家
等
を
利
用

し
た
運
営
は
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

希
望
す
る
団
体
等
が
出
た
ら

市
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
支

援
し
て
い
き
た
い
。
指
導
員

の
待
遇
は
県
内
で
も
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
る
の
で
こ
れ
以
上

の
改
善
は
難
し
い
が
、
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
と
い
う

点
で
は
今
後
も
継
続
し
て
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

共
働
き
家
庭
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
小

学
生
を
放
課
後
に
預
か
る
学

童
保
育
事
業
は
年
々
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。
私
は
８

年
前
よ
り
、
全
て
の
小
学
校

区
に
学
童
保
育
所
を
設
置
す

べ
き
と
訴
え
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
の
方
向
性
は
。
ま

た
、
当
市
で
も
436
名
も
の
多

く
の
児
童
を
預
か
っ
て
い
る

施
設
を
適
正
に
運
営
す
る
た

め
の
基
準
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
ど
う
で
す
か
。
さ
ら

に
、
入
所
を
要
望
す
る
児
童

は
４
年
生
以
上
で
も
受
け
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う

で
す
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

今
年
の
４
月
に
木
崎

小
学
校
区
に
開
設
さ
れ
て
全

て
の
小
学
校
区
で
の
設
置
が

実
現
さ
れ
ま
す
。
設
置
運
営

基
準
は
、
目
標
や
運
営
方

法
、
指
導
体
制
、
施
設
整
備

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
今
年
の

６
月
頃
ま
で
に
作
成
し
て
い

き
ま
す
。
４
年
生
以
上
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
は
希
望
が

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
施

設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
は
現

在
の
財
政
状
況
下
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

遠藤　実 議員

施設名 定員 指導員 開設年月日 H17 H18 H19

菅谷学童保育所 60人 4人 H８．７．１ 57人 63人 74人

芳野学童保育所 35人 2人 H10．４．１ 13人 25人 26人

瓜連学童保育所 60人 4人 H10．５．25 58人 53人 59人

菅谷西学童保育所 40人 4人 H13．４．１ 38人 47人 53人

菅谷東学童保育所 70人 4人 H13．７．23 62人 59人 70人

額田学童保育所 40人 3人 H13．７．23 24人 34人 35人

五台学童保育所 50人 4人 H14．７．23 50人 51人 62人

横堀学童保育所 40人 2人 H15．12．１ 16人 23人 36人

本米崎学童保育所 40人 2人 H16．４．１ 8人 10人 10人

戸多学童保育所 20人 2人 H17．４．１ 11人 11人 11人

木崎学童保育所 25人 3人 H20．４．１ - - -

合　　　計 480人 34人 337人 376人 436人

４月から木崎地区にも開設され、１小学校区１学童保育所に

民間学童保育所と連携を（写真は瓜連保育園）

質問事項
１　学童保育事業の充実につ

いて

「
全
小
学
校
区
に
学
童
保
育
所
を
」
の
進
捗
状
況
は

今
年
４
月
に
木
崎
小
学
校
区
に
開
設
さ
れ
実
現
す
る

学
童
保
育
は
民
間
活
力
を
活
用
し
て
さ
ら
に
充
実
を

民
間
へ
の
働
き
か
け
や
支
援
を
行
っ
て
い
く
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那
珂
市
の
高
齢
化

率
は
平
成
19
年
４
月

現
在
で
22
・
２
％
で
高
齢
者

の
一
人
暮
し
も
増
え
て
い

ま
す
。
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
の
概
要
を
ご
説
明
下
さ

い
。
高
齢
者
支
援
に
関
す
る

相
談
窓
口
は
ど
こ
に
な
り
ま

す
か
。
高
齢
化
が
進
む
と
地

域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
も

必
要
で
す
。
茨
城
県
は
医
師

の
数
が
少
な
く
、
特
に
那
珂

市
は
全
国
平
均
の
四
割
程
度

で
す
。
今
後
は
訪
問
看
護
に

加
え
て
、
訪
問
医
療
も
大
切

な
時
代
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

介
護
サ
ー
ビ
ス
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予

防
、
人
に
優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
、
高
齢
者
の
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
体
制

の
推
進
を
基
本
方
針
と
し
た

計
画
で
す
。
高
齢
者
支
援
の

総
合
的
相
談
窓
口
は
、
市
役

所
２
階
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
医
療
機
関
と
の
連
携

も
図
り
、
高
齢
者
の
入
院
や

退
院
後
の
在
宅
生
活
の
相
談

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
、
月

２
回
の
医
師
の
訪
問
を
受
け

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
に

統
合
さ
れ
て
い
な
い

年
金
記
録
約
五
千
万
件
の
確

認
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
国
民
年
金

加
入
記
録
は
、
い
つ
か
ら
の

も
の
を
管
理
し
、
市
民
の
問

い
合
せ
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、社
会
保
険
庁
よ
り
、

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
送

ら
れ
、
水
戸
な
ど
の
社
会
保

険
事
務
所
で
相
談
窓
口
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
が
届
い
た
ら
、

き
ち
ん
と
手
続
き
を
と
ら
な

く
て
は
、
記
録
の
統
合
や
確

認
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　

市
内
で
も
２
回
、
社
会
保

険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
今

後
も
、
市
民
の
立
場
に
立
っ

た
き
め
細
か
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

昭
和
36
年
４
月
か
ら

の
加
入
記
録
を
保
管
し
、
問

い
合
せ
は
平
成
19
年
６
月
よ

り
電
話
や
窓
口
相
談
な
ど
で
、

約
130
件
あ
り
ま
し
た
。
納
付

記
録
な
ど
を
確
認
し
、
社
会

保
険
事
務
所
に
取
り
次
い
で

い
ま
す
。
市
内
で
再
度
年
金

相
談
会
が
実
施
で
き
る
よ
う

社
会
保
険
事
務
所
に
依
頼
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

蝦名純子 議員

年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
市
の
対
応
は

市
内
で
年
金
相
談
会
を
実
施
す
る
よ
う
依
頼
す
る

高
齢
者
支
援
に
関
す
る
相
談
窓
口
は

市
役
所
２
階
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

高齢者支援の相談窓口は、地域包括支援センターへ

「ねんきん茨城」（発行：茨城社会保険事務局）

質問事項
１　年金記録問題について

２　高齢者の保健・福祉・医

療について
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請願・陳情の提出方法

　市政に関することや地域の身近な問題など

で、市民の皆様のご意見やご要望などを直接市

議会に提案できる制度として、「請願・陳情」

があります。法律に定められた国民の権利であ

り、どなたでも提出することができます。

１．請願・陳情事項

　内容は特に制限はありませんが、市議会や市の行

政に関するもの、市議会を通じて国県などへ施策を

要望するものなどがおもなものです。

２．請願書・陳情書の作成

　請願や陳情は、文書により提出していただきま

す。書式は、一般的にＡ４サイズの用紙に、横書き

で、下記の事項等について明確に記載してあれば提

出できます。

　（１）　請願・陳情の案件名、要旨・内容等

　（２）　請願書の場合は、紹介議員（那珂市議会議員

１名以上）の署名・押印が必要です。陳情書の

場合は、紹介議員は不要です。

　（３）　請願・陳情者の住所、氏名（押印）及び電話

番号（団体等の場合は、所在地、団体名、代表

者職氏名）

　　　※道路整備等に関する請願・陳情については、

道路整備地区の区長が申請者の代表となるよ

うお願いいたします。

　（４）　添付資料（道路など場所に関するものは、そ

の案件の場所がわかる図面など）

３．提出先

　提出は、那珂市議会事務局（議長あて）へ持参し

てください。請願・陳情の内容を確認して受け付け

いたします。

　郵送でも受け付けますが、郵送による陳情書は、

全員協議会への報告のみとなります。

４．議会での審議

　定例会開会日の10日前までに受理したものは、そ

の定例会で審議されます。それ以降に受理したもの

は、次の定例会での審議となります。ただし、緊急

の場合は取り扱いを審議して決定します。

　審議は、委員会で審議し、本会議で議決します。

議決結果については、定例会終了後に請願等の提出

者へ結果をお知らせしております。

陳情の審査結果

｢安全な医療と看護・介護の実現、
地域医療拡充をはかるため、医
師・看護師等の大幅な増員を求め
る｣陳情

　陳情の概要は、現在の医療現場の実態はかつ

てなく過酷で、医師や看護師等の不足が深刻化

しており、地域医療の崩壊が危惧されるので、

医師・看護師等の大幅増員を求めるというもの

です。

　審議の内容として、医師・看護師等を確保し

充実をはかることは、医療従事者のためばかり

ではなく、患者のためでもあり、安全・安心な

地域医療の実現のためにも切実な願いであると

の意見が出されました。

　採決の結果、全員異議なく採択すべきものと

なりました。　　　　（教育厚生常任委員会）

陳情者

　水戸市城南3-5-24みのわビル3F

　茨城県民主医療機関連合会

　　会長　山川　文男　ほか１団体

採　択

「『道路整備の推進と財源の確保
に関する意見書』の撤回を求め
る」陳情

　陳情の概要は、平成19年12月14日に提出した

『道路整備の推進と財源の確保に関する意見

書』の内容について、一部民意に反している部

分が含まれているため、本意見書の撤回を求め

るというものです。

　審議の内容として、平成19年12月の定例会に

おいて議員全員の同意のもと議決されたもので

あり、議決したものを撤回することはできない

との意見が出されました。

　採決の結果、不採択とすべきものとなりまし

た。　　　　　　　　　　　（建設常任委員会）

陳情者

　那珂市堤217-5

　　根本　慎介 不採択

２件の陳情を審査しました。
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意 見 書 を 提 出

２件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。

「道路特定財源の確保に関する」
意見書

（意見書要旨）

　道路整備は、市民生活の利便、安全・安心、

地域の活性化にとって不可欠であり、住民要望

も強いものがある。

　現在、地方においては、高速道路など主要な

幹線道路のネットワーク形成をはじめ、防災対

策、通学路の整備や開かずの踏切対策などの安

全対策、さらには救急医療など市民生活に欠か

すことのできない道路整備を鋭意行なってい

る。

　また、橋梁やトンネルなどの道路施設の老朽

化が進んでおり、その維持管理も行なわなけれ

ばならず、その費用も年々増大している。

　こうした中、仮に現行の道路特定財源の暫定

税率が廃止された場合、地方においては、約

９千億円の税収の減が生じ、さらに地方道路整

備臨時交付金制度も廃止された場合には、合わ

せて１兆６千億円規模の減収が生じることとな

る。

　こうしたこととなれば、本市では、４億円規

模の減収が生じることとなり、厳しい財政状況

の中で、道路の新設はもとより、着工中の事業

の継続も困難となるなど、本市の道路整備は、

深刻な事態に陥ることになる。

　さらには、危機的状況にある本市の財政運営

を直撃し、教育や福祉といった他の行政サービ

スの低下など市民生活にも深刻な影響を及ぼし

かねないことにもなる。

　よって、国においては、現行の道路特定財源

の暫定税率を堅持し、関連法案を年度内に成立

させるよう強く要望する。

意見書提出先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済

財政政策大臣、国土交通大臣

（意見書要旨）

　第166回通常国会において、「一、医師・看護

師など医療従事者を大幅に増員すること。二、

看護職員の配置基準を「夜間は患者10人に対し

て１人以上、日勤帯は患者４人に対して１人以

上」とするなど、抜本的に改善すること。三、

夜勤日数を月８日以内に規制するなど『看護職

員確保法』等を改正すること。」の請願が採択

されました。

　いま医療現場の実態はかつてなく過酷になっ

ており、医師や看護師等の不足が深刻化してい

ます。

　茨城県では、医師・看護師の確保が困難なた

め、診療科の縮小や病棟を閉鎖する病院が後を

絶ちません。また「医師、看護師の確保がむず

かしい」ことを理由に病院自体を閉院してしま

うケースも生まれています。県内の地域医療が

崩壊してしまうことさえ危惧されます。

　こうした危機的な状況を打開することは国民

の切実で緊急な願いとなっています。

　よって政府におかれましては、医療現場での

大幅増員を保障する医師・看護職員等の確保対

策を抜本的に強化されるよう要望します。

１．国会で採択された請願内容に基づき、看護

師等を大幅に増員するため、月８日以内に

夜勤を規制するなど「看護職員確保法」を

改正すること。

２．医師の養成を大幅に増やし、勤務条件の改

善をはかるため、医師確保に向けた法律を

制定すること。

３．社会保障費の削減をやめ医師・看護師等の

大幅増員に必要な財政措置を講ずること。

意見書提出先

内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、

文部科学大臣、総務大臣

「医師・看護師等の大幅な増員を
求める」意見書
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平成20年第２回定例会
開会予定のお知らせ

　平成20年第２回定例会は、下記の日程（案）

のとおり開催する予定です。

　また、この会期日程は、議案件数や一般質問

者数によって、変更になる場合があります。

　日程の変更や詳細については、議会事務局や

議会のホームページでも、ご案内いたしており

ます。お気軽にお電話、お立ち寄り下さい。

　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

５月23日（金）までにお願いいたします。

　◆詳しくは議会事務局まで

　　　ＴＥＬ　２９８－１１１１

月　日 曜 議　事　予　定

６・３ 火

本会議

○開会

○継続調査案件の委員長報告

○請願・陳情の委員会付託など

６・４ 水
本会議

　○議案審議など

６・５ 木 常任委員会（総務・産業生活）

６・６ 金 常任委員会（建設・教育厚生）

６・７ 土 休会

６・８ 日 休会

６・９ 月 本会議（一般質問）

６・10 火 本会議（一般質問）

６・11 水 本会議（一般質問）

６・12 木 休会（議事整理）

６・13 金

本会議

　○委員長報告など

　○閉会

議会を傍聴しましょう
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員会を

公開しております。

　傍聴をご希望のかたは、事前に会議の開催日や

時間をご確認の上、おいでください。

　傍聴の手続は、所定の用紙に住所・氏名を記入

していただき、傍聴券の交付を受けるだけです。

お気軽においでください。

　その他不明な点は、議会事務局までお問い合わ

せください。

議会の会議録について
　議会の本会議の会議録は、公開しており、閲

覧することができます。

　議会のホームページには、平成17年３月以降

の議会定例会の会議録を掲載しております。

　また、那珂市立図書館にも平成17年２月以降

の製本した会議録を配置しました。

　なお、ホームページや図書館に配置していな

い、過去の議会の会議録は、議会事務局で閲覧

できます。

　◆詳しくは議会事務局まで

　　　　ＴＥＬ　２９８－１１１１

６月上旬から開会予定です

那珂市議会のホームページ
☆新着情報☆

議会の会議録を掲載しました
www.city.naka. ibaraki . jp/

市議会のページを

クリックしてください。

議員名簿・会期日程・傍
聴・請願陳情・議決結果・
議会だよりなど掲載して
おります。
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16日　広報編集委員会

　　　（那珂市議会だよりNo.14編集）

22日　広報編集委員会

　　　（那珂市議会だよりNo.14編集）

28日　梅大使来訪

　　　（水戸市観光協会の梅まつりＰＲ）

18日　県北鹿行市議会議長会研修（さいたま市）

24日　那珂市議会議員一般選挙

14日　建設常任委員会

　　　（当初予算・陳情の審議）

　　　教育厚生常任委員会

　　　（当初予算・陳情の審議）

19日　那珂市議会第１回定例会

　　　（一般質問、４名の議員が質問）

　　　議会運営委員会

21日　那珂市議会第１回定例会

　　　（一般質問、３名の議員が質問）

　　　全員協議会

26日　那珂市議会第１回定例会

　　　（委員長報告、当初予算採決、閉会）

　　　全員協議会

 
 

 

10日　那珂市議会第１回定例会

　　　（開会、議会･委員会構成）

　　　全員協議会

11日　那珂市議会第１回定例会

（執行部提出の条例改正・

補正予算の審議）

　　　議会運営委員会

　　　全員協議会

12日　那珂市議会第１回定例会

　　　（当初予算・陳情の委員会付託）

　　　議会運営委員会

13日　総務常任委員会

　　　（当初予算の審議）

　　　経済常任委員会

　　　（当初予算の審議）
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